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｢緑表紙教科暮｣を教材化して.数学的な思考力を伸ばす授業の試み
-6年 ｢単位tあたりの大きさ｣の授業を通 して-

鈴木 隆幸*

研究の要約

伝説の教科書といわれている ｢緑表釈｣が復刻された｡この教科書を使って

学習したらどんなにか学力がついたことかと思われている教科苛であるゥ

この教科苔は子どもの数理思想を開発し,日常生活を数理的に正しく理解

することをねらっていると言われているが,内容はもとより個々の間博を見

ても大変興味深く,今日的な誤電である ｢学力向上｣に向けてのヒントがい

ろいろと隠されている.

そこで,第6学年の単元 ｢単位丘あたりの大きさ｣に ｢練表紙｣を教材化

して取り込み,子どもの教学的な思考力を伸ばす授業を試みた｡

1 線表紙 『尋常小学算術』とは

『軸常小学算術』は昭和 10年より学年進行で

使用された戦前の教科苔である｡表紙が緑色だ

ったことから ｢緑蚕

紙｣と呼ばれている｡

当時の編集安住者で

あった塩野直道氏の

｢数理思想｣の考え

が反映された画期的

な内容で,当時,海

外の先進諸国からも

高い評価を得 られて

いたと言われている｡
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2 線表紙 『尋常小学算術』の特敬

二U)ような緑炎紙 『LJL常小甘許術』には.Lk

のような特徴がある｡

(1)日常事象を基本に成長にあわせて学べる

教科暮

『緑衷紙』け子どもの数雌思想を開等し,日常

生活を数理的に正しく理解することに主眼を隈

いて締舶されている｡井数は単に計界の習熟た

けが目標ではなく,敏の概念や原理などがどの

ように/liみ出されるのかという敬理を十どもが

日常生活と結びつけて発見できるように工夫さ

れている｡
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(2)子どもの成長にあった視点で学習

一年生の教科杏は,文字よりも絵を中心に構成

されているdここにはT･どもの興味とfiqJL､に訴

えて,第数の他界に凍入しようとする方法的意

図が示されている｡一方高学年用では,心理面

の城 良に合

わせ,図歳 ロ

･衷 ･グラ

フな どを多

用 し,算数

を視覚的に 朝､J .二言
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(3)具体性に貫かれた学習プロセス

子どもを具体的な弔実に直面させ,その中に

潜む数理を見出す｡あるいは教埋的に解釈 し,

解決 ･処理する｡次に,そのつかんだものを確

実に理解 し習得 し,採取的に具体的間ほの解決

に利用するというプロセスを経て学習が進めら

れるようになっているo

(4)作業 ･観察を通して体験的学習

対象となる放免や同形を頭の中や紙の上だけ

で扱 うのではなく,体を動かしながら,放理的

体験を通して理解を深めていくということがr緑

表紙｣全体の伯理となって貫かれている｡また,

噂に答えを求めるのではなく,｢どんなことがわ
かるか｣｢厘Iにかいて調べよj｢どんな関係があ
るかj ｢いろいろな問題を考えよ｣など,多様な
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股間で子どもの知的好奇心をうながす上夫がさ

れている｡

(5)論理的思考力の育成

｢緑表紙｣には四則の応用問題にとど去ること

なく,論理的思考力を開発する ｢いろいろな問

題｣があります｡その多くは,現実性があり,

いろいろな角度から考察し,処現し,その解RL

過程において既習事項を総合的に活用する,堤

在でいえば

ド 1SA型

読解力や数

学的な思考

力を問 う関
越になって

いる｡

- ii

H T.L_"1.ラ
4■llJ4●tf.l■■■'
.■■●●■l■■,L.●●■
■●●l●■

享:蕪 @ J
▲■■}▼Ir

〔6frl教科.t下より1

3 緑表紙 『尋常小学算術』の教材化の視点

第6･,+ijir卿lLL鞄あたりの大きさ｣の単元U)
終末に,次のしとうな線虫紙6年｢いろいろな即題｣
かti,｢逓さ｣の問題を教材化し,｢単rt'J'ikあたり
の考え｣をr･もとに発展的 ･応用的に考える節数

的は助を収り込んでいく｡これにより,間趣を

解決する際に.既習領項を活用するための数学

的/J.1思考力の育成を図ることができると考える｡

(色 々ナrZり1乱

(11髄 叫 ノ線路 二 ･J I)テ 601nrRキ
二磁性 がJD:ツ テ ヰ lレ. 'LLいけノ,3 カラ

比テヰテt-本ノ'心性 ガ溶 /舶 チ過 ギ

テカラ.ホ ト哉11ノーーti性 ガ溶 ノ前 チ過

ギ ル 7 デ ニ3U勅 カ カ ッ タC コノ唯 心

ノ伸也 チ凍 ノ コ.

〔6年上 ｢いろいろな間越｣より〕

4 実際の授業

(1)単元名 単位量あたりの大きさ (6年)

(2)単元の日棟

○単化故あたりの考えの.上さが分かり,これを

用いて関連する2つの皿の大小を進んで比べ

ようとする｡ (関心 ･意欲 ･簡)A)

○異相の2つのLLEの大小を単位姐あたりを経っ

て考えることができる｡ (教学的な考え方)

0袋樽の2つの崩の大小を正しく計算して求め

ることができる｡ (表現 ･処理)

･○単位血あたりの考えを使った比べ方や表し方

が分かる｡ (知識 ･理解)

(3)単元の計画

1次1時 畳の数と子どもの数から部屋の混み

ぐあいを考える中で,｢と､のの比べ方
を考えていこう｣という単元の課題

をつかむ｡

2時 ntlU]軸のガソリンの品と走れる道の

りで走り方を比べ方を考える｡

3時 面概と人口で人口密度の比べ方を

考える｡

2次 1時 道のりと時間で速さ〃)比べ方を

考え,速さを求める0

2時 道のりを求める間鰭を考える｡

3時 rISr=.l=日を求める間脳を考える｡

4時 繰表紙 ｢いろいろな問題 Jから発展

的 ･応用的な速さの問題を考える｡

(本時)

(4)本時の指導の工夫

①間増から必要な数量を正しく取り出し,絵や

図に表す活動

子どt)にとって,哉展的 ･応用的なRR越から

いきなり答えを求めることはなかなか難しい｡

そこで,使える既習二｣i項が想起できるように,

まず御題から必要な数瓜や凶形を取り出し,そ

れを絵や図に表して問題を解釈できるようにす

る ｡

〔閃&LJ

-LE市の線路にそって,60mおきに砥柱が立っ

ているO屯壇の窓から見ていて, 1本のrrE柱が

窓の前を過ぎてから,第 10感目の窓の前を過

ぎるまで30秒かかったUこの電車の時速を求

めなさい｡

②既習事項を活用して自分の考えをつくる活動

今竜でに習った知織 ･技能や数学的な考え方

を活用して筋道立てて考えることができるよう

に , 根 拠

を明 らか

に しな が

ら ノ ー ト

に 自分 な

りに 考え

を逝 く活

胤にする｡
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③自分の考えを説明する活動

自分でつくった考えを友達に分かりやすく説

明する活動にすることで,どんな既習事項をど

のように活用して間増を解決 したのかを共有で

きるようにする｡

(A児の税明)

ぼくは,まず,1本目の屯柱から10本目の低

柱までの長さを求めました｡屯柾の間隔は6〔)

mで,屯柱と電柱の間が9カ所あるので,60

× (10-1)で,長さは540mということ

が分かりました｡次に.540m走るのに30

秒かかったので,540÷30で速さが秒速 1

8mということが分かりました｡ これを時速に

かえると18×60×60-64800で時速

64 8kmですO

(5)本時の展開

問題から必要な数丑を正 しく取り出し,絵

間燭を程示 して,問雌のどこが大切かを問い

かけると,子どもは問題文の中から分かる大切

な青菜 ｢60m｣｢30秒｣｢時速｣に線やOを
かいたり,数iLtの関係を絵に表したりした-

(B児のノー ト)
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問題から必要な数蕊を取 り出し.使える既習

事項を想起できたところで,ノー トに自分なり

の考えを古く活動を取 り込み,今までに習った

知抜 ･技能や数学的な考え方を活用 して筋道立

てて考えることができるようにした｡すると,

子どもは,屯仕の数や間隔から長さを求めたり,

速さの公式を活用 した りしながら,根拠を明ら

かにして考えを進めていくことができたO

(C児のノー ト)
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(D児のノー ト)
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このように,発展的 ･応用的な問題を使える

既習串巧が想起できるように.まず間層から必

要な数瓜や図形を取 り出し,それを絵や図に鼓

して関越を解釈 していったC
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このように,子ども1人ひとりが既習の速さ

の公式などを活用しながら,自分なりに考えを

組み立てていくことができた｡
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自分の考えを説明する活動

どの子どもも自分の考えがもてたところで,

友達に分かりやすく説明する活動を取 り込み,

どんな既習rJI項をどのように活用して間商を解

決したのかを式や図と結びつけながら話し合わ

せるようにした｡

C ぼくは.､Eず,1本目の'E代から10本目

の奄柱までの長さを求めました｡(拍手)

C 屯柿托全部で10本なので,屯柱のl片目ま

10-1で9カ所になります.屯任と'tLL柱

の間隔が60mなので60× (10-1)

で.良さは540mということが分かりま

す｡

C 540m走るのに30秒かかったので,逮

さの公式を使って540÷30で速さが秒

速 18mということが分かります｡

C これを時速にかえないといけないので,ま

ず分速に直して18×60-1080,

次に時速に止して1080×60

64800になりよす｡64800mを

kmにすると時速64.8kmになりまL

aL

このように,友達a)考えに自分U)考えを付け

加えながら,式の意味を確かめたり,屯柱の絵

や図と結びつけたりしながら考えを共有してい

くことができた.,

浩た,こU)問題は今から60年ほど前に使っ

ていた教科再にあったことを知らせ,ノー トに

感想をかかせてみたO
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このように,｢発展的 ･応用的な問題だけど,
習ったことを使えば問堰が解けることが分かっ

た｣｢難しい問題だったけど,よく考えたら分か
ったのでおもしろかった｣と達成感を感 じたり,

この間越を適 して諦数のよさを感 じ取ったりす

る子どt,が多くみられた,-

5 結語

第 6学年 r単位止あたりの大きさ｣の単元の

終末に.緑表紙6年｢いろいろな問題｣から ｢速

さ｣の問題を教材化し,r単位故あたりの考え｣
をもとに兄展的 ･応用的に考える辞数的活動を

取り込んで授菜を行ってみた｡子どもの感想か

ら分かるように,現実的で少 し複雑な間牌を考

えることにより,いろいろな角度から考え,そ

の過松で既習軒項を総合的に活用するための教

学的な思考力を伸げすことができたように思わ

れろO触発緋の教科潜にはまだまだ良問がたく

さんあり,練滋紙を教材化 した学習活動を和み

東ねていくことでさらに与えることを楽 しむ子

どもがJigえることを期待している｡
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